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一.は
商
•業
從
業
者
の
、壬
張
す
る1

:
は
果
心
.て
現
狀
に
お
い
て|

考
の
利
益
に
. 

優
^
ず
べ
き
や
否
や
の
間
題
と
し
て
で
あ
る0:勿
論
之
等
の
晛
題
に
對
す
る
解
、 

答
味
經
濟
學
の
任
務
の
範
圍
外
に
屬
す
石
こ
と
で
は
あ
る
が
、
た
だ
^
い
う
る 

こ
と
は
、
過
去
中
世
紀
に
亙
る
懷1

持
の
發
展
は
、H

業
及
び
商
業
に
お
い 

て
靈
者
の
利
益
に
對
立
的
發
展
を
し
て
来
た
幾
つ
か
の
展
開
'の

—*
つ
で
あ 

り
、
今
日『

般
'に
み
ら
れ
る
ょ
う
，に
獨
占
に
對
す
る
批
判
的
空
氣
が
强
く
な
つ 

て
來
た
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、.
と
九
を
存
續
せ
し
め
る
ょ
ヶ
は
駿
止
す
る
こ 

■と
が
ょ
り
望
ま
し
い
の
で.は
な
か
ろ
う
か
と
耷
う.こ
と
で
あ
る
。.
獨
占
や
取
引 

の
：I

的
慣
行
に
對
す
る
批
判
的
空
氣
の
根
底
に
は
I

者
の
利
益
が
不
當
に 

從
風
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
と
の
事
實
が
存
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
元
の 

形
に
多
少
と
も
復
す
る
た
め
の
措
置
と
し
て
、
1價
格
維
持
の
撤
廢
は
有
効
な
第 

1

步
と
な
り
う
る
の
で
は
な
か
か
と
ー
衣
う
こ
と
で
あ
る
。

s

l

y拙

稿r

英
國
に
お
け
る
價
格
維
持
制
度
の
效
果
分
析
1-
公
正
取
引 

一
九
五
六
年
七
月
號
。
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英
國
に
お
い
て
は
、
再
戚
賣
價
.格
維
持
制
度
が
探
用
せ
ら
れ
る
以
前 

で
.は
.賣
蹇
腋
寶
業
と
藥
局
の
數
は
ほ
ぼ
匹
適
す
る
.%
の
で
ぁ
つ
た
。
そ
れ
以 

後
に
.お
ト
て
は
他
の
販
«
業
者
に
し
て
、
賣
藥
の
取
扱
い
を
始
め
る
も
の
が 

■急
速
に
増
加
し
> 
そ
の
比
は
今
日
凡
そ 

ー
0
對
ー
に
な
つ
て
い
る
と
茇
わ
れ 

て
'お
り
、
.こ
の
ょ
ぅ
な
傾
向
は
M
草
販
賣
業
、
藥
子
販
寶
業
に
も
同
樣
に
.み 

.
ら
れ
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自
由
な

民
的
土
地
所
有

i：
關
す
る
覺
書平

野

絢

子

農
地
蹲
举
の
着
手
か
ら
十
年
の
歲
月
が
滿
れ
た
。
農
業
經
營
の
再
生
產
軌
逍 

の
上
に
ど
れ
だ
け
の
變
化
が
あ
ら
わ
れ
、
如
何
な
る
f

が
從
來
の
.高
率
現
物 

小
作
料
に
代
っ
て
そ
の
擴
大
再
生
產
へ
の
展
開
を
ゆ
が
め
或
い
は
阻
ん
で
い
る 

の
か
®
そ
の
中
で
土
地
所
有
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
し
て
い
る
の
，

.か
。

社
會
構
成
も
經
濟
機
構
も
異
る
新
中
國
は

「

五
•

四
指
示」

八
一
九
四
六
年 

五
月
四
日)

に
始
ま
る
土
地
改
革
に
よ
り
地
、
3£
的
土
地
所
有
を.分
割
し
■て
小
農 

民
の
小
所
有
と
し
、
人
民
民
主
生
義
經
濟
の
一
っ
の
基
礎
と
し
て
廣
汎
に
自
由

.
 

な

「

農
民
的
土
地
所
有」

.を
創
り
出
し
、.富
農
經
濟
一
—

農
産
物
の
自
由
市
場..
 

を
對
象
と
し
農
業
勞
働
者
を3
^
す
る
商
品
生
產——

を
制
限
を
.っ
け
つ
つ
殘 

し
な
が
ら
も
、.
1
生
產
組
合
、
，
販
賣
購
賈
協
同
組
合
、
農
村
信
用
組
合
の
綜 

.合
に
よ
る
請
化
運
動
を̂

^
し
て
、
農
民
層
分
解
を
阻
止
し
っ
っ
新
し
い
生 

，產
力
の
發
展
に
對
應
す
る
生
產
樣
式
を
展
望
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
條
件 

rf
t
1̂
か
.れ

た

自

由

な「

農
民
的
土
地
所
有」

は
小
經
營
と
い
う
經
營
樣
式 

(
B
e
t
x
i
e
b
s
w
e
i
s
e
)

の
下
に
：お
け.る
生
產
力
の
發
展
を
.可
能
な
限
り
伸
長
せ

「

自
由
な
農
民
的
土
地
所
有

」

に
翻
す
る
党
畨

し
め
る「

過
渡
的
役
割」

(

後
述)

を
完
全
に
果
す
。
少
く
と
も
、そ
れ
が
.

「
勞 

働
の
社
會
的
生
產
諸
力
の
發
展
、
勞
働
の
社
會
的
諸
胗
熊
2-
1
-*'、

資

本

の

社

會

的

蓄 

積
、
大
規
模
な
牧
畜
、
科
學
办
累
進
的
應
用
を
排
除
す
び
1-
が
故
に
否
定
さ
れ 

る
に
至
る
^.
で
は
。
 

- 

.

こ
れ
に
對
し
て
我
が
國
に.お
け
る
改
革
後
の「

自
作
農
的
土
地
所
有

」
——

 

货
#'
晰
、
各
目
：̂i

「

自
由
な」

農
民
的
土
地
所
有——

は
ど
の
よ
う
な
役
割 

を
或
い
は
規
定
的
條
件
を
有
し
て
い
る
の
か
。
i

改
革
の
評
債
は
ひ
っ
き
よ 

う
改
革
後
の
土
地
所
有
の
性M

定
の
上
に
置
か
れ
る
と
は
いえ
、
論
爭
は
餘 

り
に
V
こ
の
農
民
的
土
地
所
有
の
性
格
規
定
そ
の
も
の
に
直
接

「

改
革
前
の
半 

封
建
的
土
地
所
有」

か
ら
接
近
し
よ
う
と
し
た
結
へ
！̂
し
.て
の
土
地
制
度
論
に 

か
た
よ
り
ゆ
き
づ
ま
っ
た
觀
が
な
い
で
も
な
い
。
こ
こ
に
栗
原
百
辯
氏
が
す
で 

に
三
年
前
に
提
起
さ
れ
、■新

刊「

農
業
問
題
の
基
褪
理
論

」

に
收
め
ら
れ
た
諸 

論
文
其
の
他
を
通
じ
て
自
ら
の
農
業
理
論
體
系
形
成
の
環
と
さ
れ
た

「

わ
が
'國 

自
作
農
：の
性
格
規
定
の
豫
備
槪
念
と
し
て
‘の
古
典
的
諸
規
定
の
再
檢
討

」

.を
今 

一
度
行
い
、
問
題
の
整
理.に
役
立
.て
た
い
と
思
う。

.
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一一一.田
學
會
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誌
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四
十
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卷
第
十
一
號
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註
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I

一
 

切
の
封
建
的
束
縛

_
_

土
地
の
封
建
的
所
有
に
基
く
剩
餘
勞
働 

の
收
取
、
勞
働
過
程
へ
の
干
渉
、
共
同
體
的
規
制
其
の
他
■一

 

切
を
ふ
く
む_

_

 

.

.

か
ら
の
脱
却
。
直
接
生
隹
者
に
ょ
る
生
產
手
段
と
生
活
手
段
の
完
全
な
所
有

-'
0 

K
生
庳
手
段
の
購
入
と
生
產
物
の
販
賣
が
小
商
品
生
產
者
と
し
て
の
小
農 

に
均
衡
的
に
保
證
さ
れ
て
い
る
と
い
う
市
場
條
件
、
獨
占
資
本
主
義
段
階
に 

お
い
て
か
り
に
自
由
な
農
民
的
土
地
所
有
が
現
出
し
た
と
し
て
も
そ
こ
に

は
 

獨
占
資
本
に
夂
る
生
庳
手
段
の
獨
占
價
格
と
、
小
農
民
に
ょ
る
農
產
物
の
低 

價
格
と
が
必
然
的
に
不
等
價
交
換
を
齋
ら
し
、
.そ
こ
に
擴
大
再
生
產
の
條
件 

は
市
場
の
面
か
ら
シ
ャV

ト
ア
ゥ
ト
さ
れ

て
い
る
。
自
由
な
農
民
的
土
地
所 

有
は
土
地
所
有
形
態
の
み
で
な
く
、
そ
れ
に
對
應
す
る
小
經
營
を
條
件
づ
け 

る
諸
要
素
と
共
に
統
一
し
て
把
握
せ
'ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
い
う 

ま
で
も
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
の

「

分
割
地
，農
民」

と
リ
ス
ト
の
記
述
し
た
窮
迫
販 

賣
の
中
に
萎
縮
固
定
す
る
西
ド
ィ
ッ
の
そ
れ
の
■違
い
は
、
異
る
段
階
で
は
あ 

る
が
中
國
の
私
的
小
土
地
所
有
の
性
格’を
理
解
す
る
，一
つ
の
鍵
で
あ
ろ
う
。

(
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資
本
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靑
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^
席
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十
三
分
册
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w
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O
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8
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四
分
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(

註
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,

「

日
本
資
本
主
義
講
座

」

第
五
、
六
、
七
、
十
卷
農
村
問
題
講
座
其 

の
他
に
代
表
さ
れ
る
方
法
論
。

 

.
-

ニ 

パ

-

古
典
的
諸
規
矩
の
再
檢
討
は
、
ま
ず
最
も
柚
象
的
な
範
喃
と
し
て
の
.

「

小
經 

-營」

と
こ
れ
に
對
應
す
る

「

農
民
的
土
地
所
有
 

'

(

保
有〕J

 

'更
に
自
由
な
農
民

.

.

.

.
四

四

、'(

八
0
八)

'的
土
地
所
有
と
し
て
の
分
割
地
所
有
と
そ
の
歴
史
的
意
義
、
資
本
主
義
の
特
定 

の
發
展
段
階
に
お
け
る
そ
れ
の
適
用
、
あ
る
い
は
そ
の
モ
デ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ 

ン
の
考
察
と
い
ぅ
形
を1¥
次
と
つ
そ
ゆ
き
た
い
と
思
ぅ
。

.

「

社
會
的
,
集
圃
的
な所
有
の

對
立
物
と
し
て
の
私
的所
有
は
、

勞
働
手
段 

と
勞
働
の
外
的
條
件
と
が
私
人
に
屬
す
る
場
合
に
の
み
存
立
す
る
。
だ
が
、

こ
の
私
人
が
勞
働
者
で
あ
る
か
非
勞
働
者
で
あ
る
か
に
應
，じ
て
私
的
所
有
も 

.
異
る
性
格
を
も
つ
。

一
見
す
れ
ば
私
的
所
有
が
示
す
無
限
に
い
ろ
い
ろ
な
色 

合
は
、
こ
の
兩
極
端
の
間
に
横
た
わ
る
諸
々
の
中
間
形
態
を
反
映
す
る
に
す 

ぎ
な
い
。
 

.

勞
働
者
が
自
分
の
生
產
手
段
を
私
有
す
る
こ
と
は
小
經
營

(
I
Q
e
i
n
b
e
-

 

t
r
i
e
b
)

の
基
礎
で
あ
り
、
小
經
營
は
、
社
會
的
生
產
.
お
よ
び
勞
働
者
自
身 

の
自
由
な
個
性•

の
發
展
の
た
め
の
一
必
要
條
件
で
あ
る
。
た
し
.か
に
こ
の 

.
生
庳
樣
式
は
、
奴
隸
制•
農
奴
制
.
お
よ
び
そ
の
他
の
從
屬
諸
關
係
の
內
部 

に
む
實
存
し
は
す
る
。
だ
が
そ
れ
が
繁
榮
し
、
そ
の
全
犄
力
を
發
揮
し
、
•適 

當
な
古
典
的
形
態
を
と
る
の
は
、
勞
働
者
が
自
分
自
身
の
使
用
す
.る
勞
働
條 

件
の——

農
民
な
ら
ば
彼
が
耕
耘
す
る
畑
の
、
手
工
業
者
な
ら
ば
彼
が
老
巧

者
と
し
て
取
扱
ぅ
用
具
の-
自
由
な
私
有
者(freier 

p
r
i
v
a
t
e
i
g
e
n
—

tii

日e
r
)

た
る
場
合
の
み
で
あ
る

」

o
e
a
s K

a
d
i
t
a
l
、

Bd
.

 

I, 

S. 

00
0
1
,譯
前
揭
書
第
四
分
册
一
一
五
，七
頁

)

。

「
自
營
農
民
の
自'由
な
所
有(das 

f
r
e
o
E
i
g
e
n
t
u
m
)

は
あ
き
ら
か

に
小
經
營
の
ため

■の

-
す
な
わ
ち
そ
こ
で
は
土
地
め
占
有

(

cu
e
r 
w
ff
i
s
ict
-
z

d
e
s

 w
o
d
e
n
s
)

が
自
分
自
身
の
勞
働
の
生
產
物
に
た
い
す
る
勞
働
者
の
所 

有
.の
た
め
の

一
條
件
で
あ
る
よ
ぅ
な
、
そ
し
て
そ
こ
で
は
自
由
な
所
有
者 

(freier E
i
g
e
n
t
i
i
m
e
r
)

で
あ
ろ
う
と
小
作
人

(
u
n
t
e
r
s
a
s
s
e
)

で
あ
ろ

う
と
、
農
耕
民

^
つ
ね
に
自
分
の
生
活
維
持
手
段
を
自
分
自
身
で

.
獨
立
：

に
•
個
別
的
.勞
働
者
と
し
て
，
自
分
の
家
族
と
と
も
に
生
產
せ
ね
ば
な
ら
ぬ

.よ
う
.な
、
そ
う
し
た
生
產

.樣
式(Froduktionsweise

)

.
の

た

め

の

-

-

土
她
所
有
の
最
も
艰
常
的
な
形
態
で
あ
る
。
土
地
の
所
有
が
こ
の
經
營
樣
式 

(
B
e
t
r
i
e
b
s
w
e
i
s
e
)

の
完
全
な
發
展
の
た
め
に
必
要
な
の

.は
、
用
具
の
所 

有
が
手
工
業
的
經
營
の
自
出
な
發
展

.の
た
め
に
必
要
な
の
と
同
樣
で
あ
る
。

土
地
所
有
は
こ
の
場
合
に
は
人
格
的
自
立
性
の
發
逋
の
た
め
の
蕋

礎
を

な 

す
。

そ
れ
は
農
業

そ
の
も
の
の

發
M
の
た
.め
に
は
必
要
な
一
通
過
點で
あ
.

_ 

る」

？
r
d
a
s Ka

p
i
t
a
l
、

Bd
.
I
l
l
, 

s
.

00
5
8
,譯
前
揭
措
第
十
ヨ
分
册
一

.

一
:-
*一
六
頁
。) 

.

こ
こ
に
引
用
し
た
よ
う
に
、「

土
地
の
占
有
が
自
分
自
身
の
勞
働
の
生
產
物 

に
た
い
す
る
勞
働
者
の
所
有
の
た
め
の
一
條
件
で
あ
る
よ
う
な

」

、「

農
篇
民
が
.
 

常
に
自
分
の
生
活
維
持
手
段
を
自
分
自
身
で
、
獨
立
に
、
個
別
的
勞
働
者
と
し 

て
、
自
分
の
家
族
と
と
も
に
生
產
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
よ
う
な

」

、
經
备
樣
务
を
小
經 

營
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
特
定
の
歷
史
的
存
在
形
態
と
し
て
限
定 

さ
れ
な
い「

範
疇」

と
し
て
>.
*
-ら
え
る
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
そ
れ
が
生 

活
維
持
手
段
を
自
分
自
身
で
、
自
分
の
家
族
と
共
に
生
產
す
る
と
い
う
特
性
か 

ら
、「

奴
隸
_
、
農
奴
制
•
お
よ
び
そ
の
他
の
從11
關
係
の
內
部
にj 

I

凡 

そ
ど
の
生
產
樣
式
の.下
に
お
い
て
も—

「

胄
#■
■」

し

「

直
接
的
消
費
，を
目
的. 

と
す
る
使
用
價
値
生
產
が
支
配
的
に
行
わ
れ
る

」

封
建
的
生
產
樣
式
で
は

「

土 

臺」

を
な
す
。
但
し
こ
の
經
營
樣
式
の

r

{元
全
な
發
展」

の
た
め
に
は
土
地-

―

主
要
な
生
產
手
段
-

_

の
直
接
生
產
者
"
農
民
に
よ
る
か
曲
^
^
を
が
必
要
で 

あ
り
、
そ
れ
は
g

業
そ
の
も
の
の
發
展

」

、
換
言
す
れ
ば
農
業
に
お
け
る
小
經 

營
の
下
に
實
存
す
る
生
產
力
の
發
展
の
た
め
の

「

於
要
な
一
、：經
！
#
孤」

を
な
す
。，

「

自
曲
な
農
民
的
土
地
所
有

j

に
^
す
る
覚
書
，

•

と
こ
ろ
で
、
..凡
て
の
經
營
樣
式
は
具
體
的
に
ば
特
定
の
生
產
樣
式
の
下
に
特 

定
の
諸
條
件
に
菊
定
さ
れ
て
存
在
す
る
。

「
直
接
的
勞
_
者
が
自
分
自
身
の
生 

活
維
持
手
段
の
生
產
の
た
め
に
必
耍
な
生
產
手
段
お
よ
び
罾
_

_

#の『

占
有 

者』
(
B
e
s
i
t
z
e
r
)

た
る
に
と
ど
ま
る
よ
う
な
凡
ゆ
る
形
態
に
お
い
て
は
、
所 

有
關
係
は
同
時
に
直
接
的.な
支
配
H
お
よ
び
隸
腸
關
係
と
し
て
あ
ら
わ
れ
ざ
る 

を
え
ず
、
.し
た
が
っ
て
直
接
的
生
產
者
は
非
自
由
者
と
し
て
あ
ら
わ
れ
ざ
る
を 

え
な
い」

。
直
接
的
生
產
者
は
、
た
と
え
ば
封
建
的
生
產
樣
式
の
下
で
は

「

自
分 

自
身
の
生
產
手
段——

自
分
の
勞
働
の
實
現
の
た
め
及
び
自
分
の
生
活
維
持
手 

段
の
尤
め
に
必
要
な
勞
働
條
件

——

を
占
有
し
て
い
る
。
彼
は
自
分
の
農
耕
、 

な
ら
び
に
こ
.れ
と
結
び
つ
い■た
農
村=

家
庭
的
工
業
を
商
立
し
て
營
む

」

。「

こ 

う
し
た
.
件
の
下
で
は
名
！

E
：

的
土
地
所
有
者
吻
た
め
の
剩
餘
勞
働
は
經
濟
外
的 

强
制
に
よ
っ
.て
の
み
彼
ら
か
ら
强
奪
さ
れ
し
が

」

。
す
な
わ
ち「

生
產
諸
關
係
の 

基
礎
的
側
面
.を
意
诛
す
る
所
有」

と
し
て「

基
本
的
虫
產
手
段」

と
し
て
の
土
地 

が
直
接
生
産
者
な
ら
ざ
る
領
主
に
所
有
さ
れ
て
い
る
封
建
的
生
產
樣
式
の
下
に 

.あ
っ
て
は
、
小
經
營
は
生
產
手
段
の
所
有
者
た
る
封
建
領
主
の
支
配
隸
墨
係 

の
中
に
お
か
れ
、
.領
主
は
土
地
占
有
の
代
償
と
し
て
地
代
形
態
に
お
い
て
剩
餘 

勞
働
の
凡
て
を
散
奪
す
る
。
直
接
生
產
者
た
る
農
民
が
剩
餘
勞
働
を
自
ら
の
下

,'
', 

に
想
囘
し
、
擴
大
再
生
產
を
行
う
た
め
に
は
、
胎
芽
的
利
潤
の
蓄
積
の
た
め
に 

は
、
地
代
が
そ
の
障
害
を
な
す
。
こ
こ
に
直
接
生
產
者
が
そ
の
勞
働
生
產
物
を 

自
ら
に
歸
し
う
る「

务
滕
條
件
.の
於
有」

が
日
程
に
の
ぽ
る
基
盤
が
あ
る
。
換
言 

す
れ
ば
小
商
ロg

生
產
が
支
配
的
に
行
わ
れ
て
く
る
封
建
制
末
期
に
お
い
て

「

直 

接
生
產
者
に
よ
る
生
^
手
段
の
私
有
にか
か
る
、
小
規
模
生
產
の
中
に
ひそ
む

 

生
產
カ
發
展
の1

.切
の
潜
在
的
可
能
性
の
實
現

」

■は「

土
％
の.封
建
的
所
有」

. 

に
阻
害
さ
れ
て
封
建
制
の
基
本
矛
盾
を
現
實
に
露
阜
；し
> 

「

自
己
の
封
建
的
な

-

.

.四
五〗

(

八
〇
九)

.



三
田
學
會
雜
誌
第
四
十
九
卷
笫
十
一
號

' 

' 

.

■
.保
有
を
自
由
な
土
地
所
有
に
か
え
る
た
め
の
闘
爭
L_
は「

封
建
的
生
產
樣
式
の 

'
:
基
本
的
矛
盾
か
ら
成
長
す
る
革
命
鬪
爭

」

.と
な
つ
て
く
る。

,

’

'
と
こ
に

.

r

自
營
農
民
の
自
由
な
所
有
„
1
.
は
.
.

「

あ
き
ら
か
に-
4經
營
の
た
め
の 

■
，
土
地
所
有
の
最
も
正
常
的
な
狀

b
」
〕

で
あ
る
と
伺
時
に
、
そ
れ
は

「

社
會
的
.
'
.

勝か於皆

6.

处
か
伽
卜
し
て
の
私
的
所
有
い
と
し
て
、
す
ぐ
れ
て
歷
史
的 

:

範
疇
と
し
て
規
定
さ
れ
る
§

が
あ
る
の
で
あ
名
。
こ
の
農
民
的
土
地
私
有
が
、

'

分
割
地
所
有
と
し
て
封
建
的
土
地
所
有
解
體
期
の
み
な
ら
ず
、
古
典
的
に

eは
原 

,

始
共
同
體
の
解
體
後
に
も
支
配
的
に
現
わ
れ
た
.こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い0

'
:

こ
れ
ら
の「

土
地——

分
割
地IParzellen
-
の
私
的
所
有

」

は
、
そ
れ
が

自
由
な
農
民
的
土
地
所
有
で
あ
り
、
そ
の
限
り
に
お
い
て

「

小
經
營
の
繁
榮
と
人 

:

格
的
自
立
性
の
發
展
の
基
礎
で
あ
る

」

勦
に
っ
い
て
、
更
に
そ
の
故
に

T

社
會 

.

的
生
產
の
發
展
の
た.め
の
一
つ
の
必
要
條
件
で
あ
る

」

と
同
時
に
、
勞
働
の
社 

.'
■

#

g生
^
力
の
よ
り
以
上
の̂

©
や
罾
ホ
の
よ
り
以
上
の
砠#
吣
_

_
^.
i
 

富
な
社
會
的
諸
關
係

」

■の
成
立
を
排
除
す
る
と
い
う7,
必
然
"
と
"限
界
"

」

'の 

.1

一
重
性
格
規
定
を
有
す
る.

「

經
過
的
な
存
在
意
義

」
——

從
っ
て
.こ
の
こ
と
は

ま
さ
，に
分
割
地
所
有
の
膝.史
的
節
鳴
た
る
こ
と
.を
示
す
の
で
あ
る
が-
を
擔

■
:
う
點
で
共
通
し
、.そ
の
，

t
：

容
に
お
い
て
は
古
典
古
代
の■分
割
地
所
有
者
が「

共 

-:

同
體
の
成
員
と.し
て
私
的
所
有̂

!
で
あ
っ
た
の
に
對
し
て
、
封
建
解
體
後
の 

、
そ
れ
が「

近
代
的
私
有
權」

を
有
し
封
建
的
土
地
所
有
か
ら
完
全
.に
脫
却
し
た 

小
商
品
生
產
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
も
明
か
な
よ
う
に
全

v

異
つ
て
い 

る
。
こ
の
よ
う
な
歷
史
的
存
在
ど'し
て
分
■

所
有
を
統
一
し
て
と
ら
え
る
こ 

と
が
、

一
見
異
論
の
な
い
よ
う
に
み
え
て
不
明
確
な
概
念
規
定
め
上
に
必
要
で 

.
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る0 

.
卽
ち
先
ず
分
割
地
所
有
を
自
肉
な
農
民
的
土
地
所
有
と
し
て
小
經
營
と
の
關

四

六

(

八
1
0

) 

• 

♦

連
に
於
て
捉
え
、.
.そ
0

歷
史
的
範
疇
と
し
て.の
分
割
地
所
有
の「

於
鄭J

を
成 

立
期
に
お
け
る
特
定
の
具
體
的
諸
條
件
、例
え
ば
資
本
主
義
の
發
展
の
仕
方
、
段 

階
、
市
場
條
件
其
の
他
が
そ
の
特
定
の
分
割
地
所
有
の
具
體
的
f

を
規
定
す 

る
條
件
か
ら
規
定
し
更
に
似
而
非
自
由
な
濃
民
的
土
地
所
有
に
幻
惑
さ
れ
な
い 

爲
の
.論
理
が
必
要
と
思
わ.れ
る
。
本
質
と
形
態
と
は
區
別
さ
れ
ぬ
ば
な
ら
な
い
.。

.

. 

,

(

.註
1)

小
池
基
之
.

「

近
代
的
土
地
所
有
生
成
の
殳
胄
視
點
に
ついて」

「

經 

濟
評
論」

昭
和
二
十
四
年
一
一
月
號
三
六
丨
三
八
貢
。

ン
 

(

註 
2) 

s
o
a
s 

K
a
p
i

ct
-
a
l
^
B
d
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譯
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一
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三
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四
頁
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.V 

•

(

註
3)

：
藤
田
勇「

法
範
_
と
し
て
の
所
有

」

ソ
ビ
エ
ト
法
學
第j

卷
第
四
號 

彐
ニ
丄一

一
頁
。

(

註
-4) 

.0

 ̂

K
a
p
i
t
a
l
、

B
d. 

Ill's. 

8
500
,
譯
前
揭
書
第
十
三
分
册

一I

三
六
頁
。

•
 

ノ 

.

(

.註 
5) 

(
d
a
s

 K
a
p
i
t
a
l
、

B
d
,

 

I, 

s
.

00

0
1
,
:譯
前
揭
書
一
一
五
七
莨
。

(

駐 
6)

«
• M

a
r
x
,

勺 or
m
e
y
,

 

die 

§
r Icapitaiistischen 

p
H
o
d
- 

u
k
t
i
o
n

 v
o
r
h
e
r
g
e
h
e
n
.

p

1
0
,

飯
田
貫
ー
譯
十
二
ー
三
頁
。

秦
玄
龍「

、ィ
ギ
リ
ス
‘
ョ
ー
マ
ン
の
硏
究J
r
一
頁
栗
原
百
壽

「

農
業
問
題
入 

2:」

三
九
丨
五
五
頁
大
塚
久
雄

「

共
同
體
の

.基
礎
理
論」

五
三
頁
參
照
。

(

註
.7)

高
橋
幸
八
郞
•「

所
謂『

分
割
地』

農
民
の
成
立
に
つ
い
て

」
「

農
業 

綜
合
硏
究
|_
創
刊
號
八
五
頁
、「

市
民
革
命
の
權
造」

ニ f

七
頁
。

(

往
8)

.
^
0
1
3§
8
.
1
1
,前
揭
«
十
四
頁
9

三

.

栗
原
西
©
氏
は
、
.

「『

自
營
農
民』

を
基
本
的
に『

封
建
的
自
營
農
民』

と
規 

定
し
、
こ
れ
を
分
割
地
農
民
と
絕
對
的
に
區
別
し
よ
ぅ
と
し
な
が
ら
獨
立
自
營 

農
民
と
分
割
地
農
民
と
が
同
一
で
あ
る
と
共
に
ま
た
結
局
自
營
農
民
と
も
區
別 

一
L
が
た
い
と
い
つ
て
理
論
的
範
疇
と
歴
史
的
範
疇
と
を
對
立
さ
せ
る
と
い
ぅ
混 

ノ

亂
に
陷
い
っ
た」

と
•指
摘
さ
れ
る
服
部
之
總
氏

(「

絕
對
主
義
論

」

七
六
頁)

、自 

,
營
濃
民
と
獨
立
自
營
農
民
と
の
區
別
を
明
確
に
規
定
づ
计
な
い
た
.め
に
こ
の
同 

一
視
に
よ
り
自
由
な
分
割
地
農
民
の
社
會
的
意
義
を
理
解
出
来
な
か
っ
た
と
し 

て
對
馬
忠
行
氏(「

マ
>
ク
ス
_の
自
營
遛
民
論」

「

評
論」

昭
和
ニ
十
—*
一
年
四
爿 

號)

其
の
他
を
批
判
さ
れ
た
後
で
自
ら
の
論
理
を
M
開
さ
，れ
る
。
氏
に
よ
れ
ば 

1

.「

自
營
農
民
.は
小
經
贫
生
蝥
樣
炎
に
對
應
す
る
一
般
的
範
r

v

あ 

っ
て
、.「

外
經
i

生
產
樣
式
の
歴
史
的
な
展
開
過
程
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
特 

殊
な
形
態
を
と
る
も
の
で
あ
っ
て
、
，一
義
的
に
封
建
的
で
あ
っ
た
り
、
..近
代
的 

で
あ
っ
た
り
す
る
も
の
で
は
な
い

」

。
.

2

こ
れ
に
對
し
て「

土
地
の
私
的
所
有
な
い
し
分
割
地
所
有
は
集
團
的
所 

有
の
分
解
の
過
程
に
お.い
て
成
立
し
1-
ft「

自
由
な
搦
立
自
營
農
民
の
分
割
地
所 

有
は
自
營
農
民
の
最
も
正
常
的
な
形
態
.と
し
て
击
典
古
代
お
よ
び
封
建
的
土
地

. 

餅
有
以
後
の
近
代
的
諸
國
民
の
も
と
に
お
い
て
典
型
的
に
開
花
す
る

」

が
、
■
そ 

れ

ば「

4
た
封
建
的
.
M
s農
民
と
並
び
立
っ
ニ
次
的
社
會
層
と
し
て
存
立
し
て 

い
た」

(

傍
點
引
用
者)

。

'.
3

分
割
地
所
有
は
そ
のi

to
た
め
に
は
封
建
的
土
地
所
有
.の
解
消
後
殘 

.

存
す
る
：

的
遺
制
を
必
要
と
す
^

小
經
營
の
再
生
產
の
た
め
に
不
可
缺 

■
の
契
機
を
な
す
そ
れ
は
、
し
か
し
な
が
ら
.「

獨
立
I

農
民
に
半
封
建
的
性
格­

- 
を
與
え
る
と
じ
て
も
、
そ
れ
だ
け
，で
臭
a
農
民
の
自
由
な
分
割
地
所
有
を
否
定 

す
る
も
の
で
は
な
い

」

。

.

I.r

自
凼
な
農
民
的
土
地
所
有

」

に

關

す

る

覚

書
‘

.

4
分
割
地
所
有
の
典
型
は
ど
こ
に
求
め
ら
る
べ
.き
か
。
す
な
わ
ち
そ
の
特

性

は「

封
建
的
大
土
地
所
有

」

.を
粉
碎
し
、
均
等
に
分
割
し
て
自
由
な
獨
立
し

た
農
民
を
づ
く
り
出
し
た
フ
ラ
ン
ス
か
、-.
分
割
地
的
土
地
所
有
は
そ
の
所
有

.形
態
の『

自
自』

が
^

^
的
完
全
^
を
得
た
場
合
よ
り
も
、
事
實
上
の
自
曲
が

j
犬
の
進
步
的j

思
義
を
持
ち
え
た
場
合
こ
そ
む
し
ろ
典
型
的
と
考
う
べ
き
で
あ

る」

.と
い
，う
立
場
力
^
イ
ギ
リ
ス
を
と
る
べ
き
で
あ
る
力
.、
と
い
う
問
題
に
對

し
て
、
後
者
は
分
割
地
農
民
が
本
來
資
本
家
的
大
農
に
發
然
^
を
有

す
る
.と
規
定
し
よ
う
と
す
る

「

ド
ダ
.マ
的
要
請」

を
指
摘
し
つ
つ
、
小
林
氏
が

リ
ス
ト
の
窮
迫
販
賣
を
餘
儀
な
ぐ
さ
れ
て
、
萎
縮
固
定
化
し
て
ゆ
く
零
細
農
民

か
ら
富
祐
.な
、
資
本
制
生
產
樣
式
構
成
の
過
渡
期
に
お
け
る
歷
史
的
役
割
を
攒

•う
獨
立
自
營
農
民
と
を
區
別
せ
ん
と
す
る
意
圖
.を
十
分
に
評
價
さ
れ
な
が
ら
も

.

.

批
判
的
立
場
を
と
ら
れ
る
。.'
こ
の
小
林
氏
の
見
解
は
、
分
割
祂
所
有
>
小
土
地

所
有
と
：を
對
抗
さ
せ..る
原
典
の
よ
み
ち
が
い
で
あ
る
、

「

小
土
地
所
有
は
小
耕

.

作」

之
對
il
す
る
も
©'
で
あ
つ，て
、「

小
經
營
の
た
め
の
土
地
所
有

」

と
く
に「

そ

の
最
も
正
常
的
な
分
割
地
所
有
を
意
味
す
る
も
の

」
：

で
あ
る
と
。
從
つ
て
分
割

地
農
民
の
典
型
は
フ
ラ
ン
ス
に
こ
そ
求
め
ら
る
べ
き
で
あ
る
。

6
.
.
イ
ン
ド
の
ラ
イ
ア
ッ
ト
ヮ
ー
レ
に.つ
い
て
は「

ほ
と
ん
ど
そ
の
實
質
を

異
に
す
る
名
目
形
態

」

で
あ
つ
て
、
.

「

そ
れ
が
ど
れ
'ほ
ど
い
と
わ
し
い
も
め
で

あ
る
に
し
て
も
、
そ
れ
自
體
は
ア
ジ
ア
社
會
が
渴
望
し
.て
や
ま
な
い
土
地
私
有 

: 

§

〕

.の
二
つ
の
こ
と
な
，
.つ
た
形
態
を
內
包
し
て
い
る

」

こ
と
、
.ま
た
そ
の
創
出
過
程 

は「

ア
ジ
ア
が
か
つ
て
，み
だ
®
力
の
、
そ
し
て
眞
實の
こ
と
を
い
え
'ば
唯

一
の 

社
會
的
苹
命」

：
と
い
わ
れ
たこ
と
か
ら
-1
そ
の『

戯
畫J

は
ま
た
眞
物
の
形
態
. 

，を
內
包
す
る
極
限.で
，あ
る」

と
考
え
ら
れ
る
。

6
. V
こ
の
よ
う
な
分
割
地
所
有
の
槪
念
の
上.に
立
ち
氏
は
日
本
に
お.け
.る
分

-

' 

.

3

■七

(

八 

二

〕



H
由
.學
脅
雜
誌
.
第
四
十
九
卷
第
：十
一

.號

.

.

割
地
的
土
地
所
有
の
生
成
を

「

地
租
改
正
に
ょ
る
自
由
な
農
民
的
土
地
所
有
の
. 

法
認」

に
見
る
。
こ.の
殳
_
吧
双
豸
が
農
員
ぬ
小
商|5
&
を
產
の
.]1
罾
な
胄
ホ
主 

義
的
發
酸
の
抑
制
に
對
應
し
て
潰
滅
の
方
向
に
向
い
そ
の
上
に
生
成
し
た
の
が 

T

日
本
資
本
主
義
の
寄
生
地
主
制

」

.で
あ
る
と
い
ぅ
彼
獨
自
の
寄
生
地
主
制
の 

.體
系
が
こ
こ
に
具
體
化
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
.つ
て
我
が
國
に
お
い
て
は'「

分
” 

割
地
所
有
は
最
初
か
ら
半
ば
潰
滅
し
た
形
態
で
、
す
な
わ
ち
寄
生
地
主
的
土
地 

所
有
と
自
作
農
的
土
地
所
有
と
の
重®
と
し
て
い
わ
ば
本
源
的
.に
不
完
全
な
形

(

註13〕

.

態
で
の
み
形
成
さ
れ
た

」

と
い
ぅ
こ
と
に
な
る
。

(

註
1

.3

栗
原
西
.奪

r

農
業
■問
題
の
蕋
礎
理
論」

.一
四
四
頁
。

.

S

3

W 0 

.
 

一
 

四
六
頁
。

(

註
4)

，
间 

.

一
四
四
頁
。

(

註
5)

同

「

農
業
經
濟
硏
究」

第
四
ニ
‘卷
第
ニ
號
三
ニ
頁
參
照
。

，(

詫
6)

同

「

農
業
問
題
の
.基
礎
理
論」

一
五
九
頁
。
'

. 

(

莊
7)

小
林
昇

「

割
地
農
民
の
歴
史
的
意
義

」
(
「

商
學
論
集

」
第
十
八
卷 

第
ー
1號

I

九
四
九
年
九
月)

九—

一'〇
頁
。

(

註
8)

「

農
業
問
題
の
基
礎
理
論

」

一
八
三
頁

。

■

(

註
9)

同
. 

一
八
六
頁
。

' C

胜
10)

マ
ル
ク
ス

「

ィ
ン
ド
の

狀
態」

マル

•
二
ン
選
集

第
八
卷

上

ー

一

三

0
頁
。

(

註
11)

同

. 

一
八
五
頁
。

’

.(

註
12)

, r

農
業
問
題
の
蓮
礎
理
論

」

ニ
〇
〇
頁
。
.

(

註
13〕

「

農
業
問
題
入
門

」

ニ
八
六
頁
丨
八
八
頁
。
 

、

以
上
の
間
題
整
理
に
も
と
づ
い
て
何
が
、
こ
の
上
う
な
古
典
的
な
分
割
地
所

.

.四

八

一

(

八 

一
5

■ 

■ 

- 

. 

.. 

•

有
の
槪
念
規
定
の
適
用
の
上
に
一
っ
の
獨
特
の
方
向
を
規
定
し
た

か

、
換
言
す
. 

れ
ば
、
氏
の
日
本
に
お
け
る
自
作
農
的
土
地
所
有
と
寄
生
.地
主
制
の
體
系
に
果 

す

「

分
割
地
的
土
地
所
有

」

の
理
解
に
接
近
し
て
み
た
ぃ
と
思
ぅ
。

栗
原
氏
は
自
ら
自
營
農
民'と
獨
立
自
營
#
民
と
を
峻
別
さ
れ
な
が
ら
、
し
か 

も
封
建
的
社
會
構
成
體
の
下
に
お
け
る
土
地
占
有
を
S

立
自
營
農
民
に
ょ
る 

分
割
地
所
有」

' 
と
摄
別
さ
れ
な
が
ら> 

何
故
に
分
割
地
所
有
の
成
立
を
地
祖
改 

正
時
に
お
け
る「

事
實
上
の
農
民.的
土
地
所
有」

の
法
認
に
求
め
ら
れ
た
か
。 

そ
れ
は
' 
す
で
に
ニ
で
取
扱
っ
た
封
建
的
社
鲁
構
成
體
に
お
け
る
小
規
模
生
產 

と
封
建
的
土
地
領
有
と
の
間
に
お
け
る
基
本
的
矛
盾
.か
ら
封
建
的
土
地
所
有
の 

，
か
渉
と
し
て
の
、
r
l接
生
產
者i

ょ
る
自
在
な
生ii

手
段
の
所
有」

と
し 

て
の
分
割
地
的
土
地
所
有
の
役
割
に
こ
そ

「

一

っ
の
經
過
點」

と
し
て
の「

ニ 

重
規
定
を
有
す
る」

歴
史
的
意
義
が
あ
る
も
の
を
、
外
經
營
を
あ
ら
ゆ
る
時
代 

に
.

备
i-
'
か
副
次
的
な
一
般
的
な
生
產
樣
式
と
み
、
自
由
な
農
民
的 

土
地
所
有
の
各
時
代
に
お
け
る
實
存
を
强
調
さ
れ
す
ぎ
た
結
果
、
封
建
的
生
產 

樣
式
の
歴
史
的
性
格
と
そこ

f「

封
建
的
な」

小
經
營
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
小 

經
營
的
生
産
樣
式
の
意
義
を
見
失
わ
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
自
ら
服
部
、
對
馬 

氏
を
批
判
さ
れ
な
が
ら
分
割
地
的
土
地
所
有
の
地
代
論
的
意
義
が
消
滅
し
て
し 

ま
っ
た
の
で
.ば
な
か
ろ
ぅ
か
。
.
こ
こ
で
は
分
割
地
所
有
は
農
民
的
土
地
所
有
一 

般
に
還
元
さ
れ
て
し
束
ぅ
。.こ

の
點
は
秦
玄
龍
氏
の
獨
立
自
營
農
民
の
蓝
礎
理 

論

(
「

ィ
ギ
リ
み
.
• 

3
.
1

マ
ン
硏
究」

序
說)

.
に
お
い
て
も
同
樣
で
あ
って
、. 

秦
氏
の
場
合
は
分
割
地
所
有
が^'
立
•

農
民
の
土
地
所
を
形
態
と
し
て
把
握 

さ
れ
、
封
建
的
自
營
農
民
を
獨
立•

農
民
た
ら
し
め
た.も
の
と
し
て
の
、
胎 

#
的
利
_
蓄
積
の
障
害
た
る
封
建
地
代
收
取
の
物
質
的
基
礎
と
し
て
封
建
的
土

. 

地
所
有
.の
否
定
者
と
し
て
の
、
地
代
論
的
意
義
が
明
確
で
は
な
い
.。
そ
の
よ
う

な
1

に
ゆ
-.
<
必
1

と
し
て
秦
氏
に
お
い
て
は
土
所
，所
有
と
占
有
の
區
別
を 

峻
別
さ
れ
て
い
な‘い
よ
う
に
み
え
、
こ
こ
に
分
割
地
所
有
が
封
建
的
社
會
構
成 

體
に
も「

存
在」

し
え
た
よ
う
な
幻
想
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。

.
H
に
栗
原
氏
は
.「

資
本
論」

第一

卷
第
七
篇
第
一
一
十
四
章
第
五
節
の
於̂1
„
# 

點
よ
り
®

さ
れ
る
結
果
、
名
自
的
法
的
に
實
現
し
た
自
由
な
農
民
的
土
地
所 

.有
を
分
割
地
所
有
の

一

形
態
と
考
え
ら
れ
る
所
に
問
題
が
あ
る
。
氏
に
よ
れ
ば 

名
目
的
に
農
民
的
小
土
地
私
有
な
が
ら

、

事
實
上
は
土
地
の
國
家
所
有
に
よ
る 

小
作
人
と
し
て_
餘
勞
If
の
凡
て
を
地
租
と
し
て
收
奪
さ
れ
る
ラ
ィ
ア
ッ
ト
ヮ
. 

1
レ
は「

ほ
と
ん
ど
そ
の
實
質
を
異
に
す
る
名
目
形
態

」

で
は
あ
，つ
て
も
、

「

そ 

の『

戯
靈』

は
ま
だ
眞
物
の
形
態
を
內
包
す
る
極
限

」
(「

基
礎
理
論」

ニ
〇
0 

頁」
)

と
な
り
、

地
租
改
正
後
に
お
け
る
自
作
農
的
土
地
所
有
も
又
私
有
權
の 

法
認—

土
地
價
格
の
成
立
の
故
に
分
割
地
所
有
で
あ
り
、
日
本
資
本
主
義
の
機 

構
的
特
質
た
る
寄
生
地
主
制
は
分
割
地
所
有
の
潰
滅
の
上
に
生
成
し
た
大
±
地 

所
有
と
い
う
こ
と
と
な
る。

.

.

. 

■

- 

し
か
し
な
が
ら
歷
史
的
範
疇
と.し
て
の
近
代
に
お
け
る
分
割
地
所
有
の
必
要

.. 

條
件
は
、
封
建
的
土
地
所
有
の
完
全
な
解
體
I

封
建
地
代
範
疇
の
消
滅
に
あ 

.る
。
從
つ
て
名
目
的
、
法
的
に
農
民
的
土
地
私
有
が
實
現
し
よ
う
と
も
、
基
本 

的
に
は
直
葰
生
產
者
た
る
小
農
民
が
主
要
な
生
產
手
段
お
よ
び
生
活
維
持
手
段 

た
る
土
地
の
占
有
者
に
と
ど
ま
り
、
非
勤
勞
的
所
有
者
た
る
地
生
に
.

^'
-
レ
レ 

，て
對
立
し
て
い
る
間
は
、
換
言
す
れ
ば̂
®
に
お
：け
る
生
產
力
の
發
展
が
小
經 

營
と
い
う
經
®

式
の
下
で
封
建
的
土
地
所
有
に
寒
吵
く
剩
餘
勞
働
の
收
奪
に 

よ
つ
て
阻
害
さ
れ
て
い
る
關
係
の
下
に
お

い

て
は
分
割
地
所
有.た
り
え
な
い
。 

こ
こ
で
は
剩
餘
露
の
如
例
调
茭
配
形
勤
は
依
然
と
し
て
晰
.
で
-あ
つ
て(

そ 

こ
に
現
象
的
に
自
闰
な
農
民
的
土
地
私
有
が
存
在
丄
よ
う
と
も

)
(

封
建
的)

1

「

自
由
な
農
民
的
土
地
所
有

」

に
關
す
る
覚
害
.

.代
範
疇
は
消
滅
せ
ず
、
地
價
算
定
の-$
準
と
も
な
る
。
こ
れ
は
分
割
地
所
有
の 

.下
に
お
け
る
名
目
地.代
I

範
疇
ど
し
て
の
地
代
で
は
なく

地
代
範
®
が
消
滅 

し
た
後
に
お
け
る
、
利
潤
、
勞
賃
部
分
の
一
部
及
び
實
存
す
る

T

差
額
地
代」

. 

.部
分一

I
と
そ
れ
に
基
く
地
價
と
は
明
確
に
區
別
せ
ら
る
ベ
き
性
質
の
も
の
で 

あ
る
。
そ
れ
故
に
ラ
ィ
ァ
ッ
ト
ヮ
ー
レ
.は

戯

畫

で

い

地

租

改

正
 

後
に
お
け
る
自
作
農
的
土
地
所
有
も
、
も
し
以
上
の
よ
う
な
基
本
的
生
產
關
係 

を
前
提
と
す
る
限
ヴ
、
そ
の
小
經
營
の
萎
縮
固
定
の
要
因
は

「

土
地
價
格
の
高 

騰
と
農
產
®

格
の
低
落」

と
い
う「

分
割
地
農
民
吖
一
般
的
双
豸

」
の
^
ft 

に
加
う
る
に
獨
占
資
本
主
義
段
階
に
お
け
る
不
等
債
交
換
や
税
率
の
高
さ
を
取 

上
げ
る
丈
で
は
根̂

^

1不
十
分
で
あ
ろ
う
。
分
割
地
所
有
の
成
立
が
立
證
せ 

ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る。
.
.

.

又
小
林
氏
の
よ
う
に
分
割
地
所
有
を
零
細
土
地
所
有
と
區
別
し
、
そ
の

「

割 

地
所
有
の
形
態
は
そ
れ
.が
生
れ
そ
れ
が
お
か
れ
た
世
界
史
的
情
況
と
段
階
に
應 

•じ
て
異
つ
た
歷
史
的
意
義
を
持
つ
と
い
う
こ
と

」

？
匕
さ
れ
て
い
る
點
に
つ
い
て 

も
、
そ
の
歴
史
的
意
義
は
あ
く
ま
で
^
、
た
と
え
そ
れ
が
零
細
土
地
所
有
で
し 

か
な
く
と
.も
、
す
でに

の

ベ
た
よ
う
な
地
れ_
的
意
！
^_

封
建
的
土
地
所
有 

の
否
定
と
し
て
、
經
過
點
と
し
て
の
直
接
生
產
者
に
よ
る
自
由
な
小
所
有

I

 

.に
あ
る
の
で
あ
っ
て
そ'の「

意
義」

が
特
定
の
資
本
主
義
の
發
展
の
上
で
ど
の 

よ
う
な
役
割
を
果
し
た
か
と
い
う
事
と
は
一
膘
區
別
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
資
本 

.

.主
義
の
發
展
段
階
或.い
は
世
^

^
的
^
㈨
に
お
け
る
^
違
が
本
員
㈣
に
又
1
ぬ 

的
に
ィ
ギ
リ
ス
の
ョ
ー
マ
ン
と
リ
ス
ト
の
い
う
西
獨
の
分
^

^
農
民
、
ィ
ン
ド 

の
；ラ
ィ
ァ
ッ
ト
ワ

ー

レ
と
.日
本
の
自
作
農
を
生
ぜ
し
め
た
が
、
自
由
な
農
民
的

土
地
所
有=

分
劁
地
所
有
と
し
て
の
間
題
ば
た
だ
一
つ
そ
の
展
望
.や
役
割
で
は
. 

な
く
そ
の「

歴
史
的
意
義」

な
の
で
あ
る
。
 

、

四
九

(

八
一
三)

^

次
^

f̂
5\

/-
^̂

5t
、
3

^

*
.

 

^

メ

石

岛

^

送
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!

ぎ
!i'
い
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三
田
學
會
雜
認v

第
四
十
九
卷
：..第
十
.：

1:

へ
號
：
.

'
V

 

,

. 

.

.

. 

.
-

,
そ
の
此
琢
史
的
'If
®
と
段
階
の
全
く
異
る
人
民
民
主
主
義
國
に
お
け
る
土
地 

改
尊
後
に
生
じ
た
過
渡
的
な
小
農
民
に
よ
る
小
土
地
私
有
を
'
こ
の
意
味
で
分 

割
地
的
所
有
と
私
は
考
え
る
。
'何
と
な
れ
.ば
、
小
規
模
生
產
に
お
け
る
生
產
カ 

發
展
の
可
^

!
の
實
現
を
阻
ん.で
い
た
封
建
的
土
地
所
有
の
粉
碎
の
あ
と
に
生
' 

じ
た
小
經
營
に
よ
る
小
所
有
で
あ
る
こ
と
。
小
商
品
生
產
者
で
あ
る
小
農
民
に 

よ
る
生
產
手
段.の
私
有
に
基
づ
く
小
經
營
に
お
计
る̂

|

3展
I

 (

こ
れ 

は
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
的
な
生
產
力
の
存
在
様
式
で
あ
る

)
—

^
_
を
展
望
し
て
い
る
か 

ぎ
り
に
お
い
て
。
そ
の
展
望
に
人
民
的
集
團
所
有
と
生
產
の
協
同
化
が
あ
り
、
 

土
地i

s
®

に
制
限
が
あ
るir
、.
分
割
地
所
有
で
あ
る
た
め
に
は
.そ
の
か
ぎ
り 

に
-お
い
て
ば
將
來
に
.お
け
る
資
本
主
義
的
生
產
樣
式
の
展
望
は
不
必
要
で
あ 

.
る
。
必
要
な
條
件
は
、
封
建
的
土
地
所
貧
の
解
體
で
あ
り
、
す
で
に
の
ベ
た
ニ 

重
規
定
の
膝
^
的
意
義
を
內
包
し
、
價
値
法
則
に
基
づ
く
價
_

係
が
土
地
償 

格
を
も
ふ
く
め
て
土
地
所
有
に
基
づ
く
收
奪
に
と
つ
て
代
る
こ
と
で
あ
る
。
自 

由
な
農
民
的
土
地
祈
有
=
分
割
地
所
有
で
あ
る
た
め
の
條
件
の
中
に
地
代
論
的 

意
義
の
他
の
諸
耍
素
を
混
在
さ
せ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
分
割
地
所
有
を
或
い
は 

農
民
的
土
地
所
有
一
般
に
解
消
し
、
あ
る
い
は
そ
の
個
別
的
具
體
的
な
性
格
を 

そ
の
歷
史
的
意
義
と
混
同
す
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

.

(

独
1)

拙
槁「

農
地
改
革
後
に
お
け
る
山
林
地
主
の
一
.
.存
在
形
態
—

割
山 

慣
行
の
實
態
と
そ
の
本
質
—

」

三
田
學
會
雜
誌
第
四
十
八
卷
第
九
號
。
 

S

2

W
小林昇前揭書九

i
十
頁
。
‘

(

註
3)

毛
澤
東

「

連
合
政
府
論

」

一
九
四
五
年
四
月
。

(

註
4)

西
山
武
一「

中
國
の
，土
地
改
革
と
そ
の
ァ
ジ
ァ
農
村
に
お
け
る
經
濟 

史
的
意
義」

農
政
調
査
會
。

-
 

' 

五

〇

(

八1

四)

.

:

四 

_

改
革
後
の
自
作
農
的
土
地
所
有
の
性
格
規
定
を
行
お
う
と
す
る
者
が
誰
し
も 

逡
巡
す
る
の
は
、
總
生
產
高
の.三
•
四
％
に
も
み
た
な
い
金
納
小
作
料
と、
0 

耕
地
の
七
•
.三
％
に
す
ぎ
な
い
小
作
地
か
ら
如
何
に
し
て
範
疇
と
し
て
の
封
建 

的
土
地
所
有
を
ぞ
こ
に
説
明
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
.つ
た
。
土
地
償
格
と
し 

て
現
象
し
て
い
る
地
代
の
高
さ
か
ら
、
.山
林
所
有
か
ら
、04
村
に
お
け
る
燒
子 

を
兼
ね
る
小
作
農
と
山
主
と
の
關
係
か
ら
、
云
々
'と
い
う
中
で
、
も
う
ー
度
自 

由
な
分
割
地
的
所
有
の
歴
史
的
範
疇
と
し
て
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い 

と
い
う
の
が
本
稿
の
整
理
の
目
的
で
あ
っ
た
。
次
の
四
點
が
そ
の
結
論
で

.あ
る
。 

⑴
.
分
割
地
所
有
は
直
接
生
產
者
に
ょ
る
生
産
手
段
及
び
生
活
雜
持
手
段
と
し 

て
の
土
地
の
自
田
な
農
民
：

i

所
有
と
し
て「

小
經
營
的
生
產
樣
式

」

の
下 

に
お
け
る
生
產
カ
發
展
の
た
め
の
必
要
條
件
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で 

「

膝
史
的
意
義」

を
擔
う
歷
史
的
範
疇
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ

る

。 

⑵

分
割
地
所
有
成
立
の
條
件
は

T

封
建
的
土
地
所
有」

の
解
體
で
あ
っ
.て
名 

目
的
法
的
土
地
私
有
の
出
現
に
ょ
ら
な
い
。

⑶

分
割
地
所
有
は
地
代
論
的
範
疇
で
あ
る
か
ら
そ
の
形
態
、
そ
の
下
に
お
け 

る
經
營
の
展
望(

小
商
品
生
產
者i
資
本
家•

勞
働
者)

の
如
何
は
そ
の
條 

件
に
入
る
こ
と
は
な
い
.
0 

⑷

從
っ
て
自

E£
I
な
農
民
的
土
地
私
有
そ
の
も
の
を
創
設
す
る
目
的
で
な
く
土 

地
の
人
民
的
所
有
、
'農
業
の
協
團
化
形
成
の
過
渡
期
に
成
立
し
て
も
分
割
地 

所
w-
-
=近
代
的
小
土
地
私
有
で
あ
る
。
ま
さ
し
く
そ
こ
で
は
必
然
と
制
限
の 

二
重
規
定
を
擔
づ
て
い
る
の
で
あ
る
。

 

(

九
月
十
日)

ソ
連
學
界
に
お

け

る

若

干

の

論

爭
加

.藤

寬

ス
タ
ー
リ
ン
の
死
後
、
數
年
を
經
て
ス
タ

ー

リ
ン
の
批
判
がお
こ
な
わ
れ
た 

こ
と
は
餘
り
に
も
有
名
な
で
き
事
であ
る
'が
、
そ
れ
以
後
ソ
迎
の
經
濟
學
關
係 

の
諭
文
に
も
殆
ど
ス
タI
リ
ン
の
爱
鮮
が'^
.ら
れ
.な
く
な
り
、
專
ら.マ
ル
ク
ス
. 

=

レ
I 
ニ
ン
の
學
說
が
尊
重
さ
れ
て
い
るこ
と
は
顯
著
な
事
實
であ
る
。

ス
タ
ー
リ
ン
死
後
と
い
ぅ
線
令
限
っ
て
み
て
も
、
ソ
連
に
お
け
る
論
爭
は
な 

か
な
か
數
が
多
い
。
投
資
効
率
論
争..
重
工
業
優
先
論
爭
な
ど
、
ど
れ

j

づ
を
. 

と
り
上
げ
て
み
て
も
、
興
味
深
い
間
題
を
含
ん
で
い
る
し
、
簡
fl
に
紹
介
し
盡 

く
す
こ
と
及
困
難
で
あ
る
。
効
率
論
爭
に
っ
い
て
は
、
安
平

^

一
 

民

「

社
會
主 

義
經
濟
迹
論
の
！̂」

で
詳
細
に
.述
べ
ら
れ
て
い
る
し
'
重
工
業
優
先
論
に
っ 

.

い
.て
は
、策
者
も
本
誌
で
あ
っ
か

っ

た

こ

と
が
あ
る
の
で
、今
囘
は
省
略
す
る
。 

こ
こ
で
特
に
あ
っ
か
づ
て
み
た
い
の
は
、
國
民
所
得
論
爭
と
、
原
價
論
帶
で
あ 

る
。
こ
の11

っ
の
論
举
は
い
ず
れ
も
社
會
主
義
社
會
の
價
値
及
び
憤
値
法
則
と 

い
ぅ
點
で
共
通
の
地
盤
を
も
っ
て
か
る
こ
ぃ
と
、

.：

そ
し
て
こ
の
論
爭
は
旣
に
か
な 

り
龙
く
か
ら
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
な
が
ら
、

一
九
五
四
年
，に
新
見
解
が
發
表
さ 

:
:.
'
學

界

屁

'■望

. 

：

れ
、
そ
れ
が
ー
九
五
穴
年
に
批
娜
さ
れ
る
に
至
な
と
い
ぅ
遞
搭
を
宏
し
て
い
厶 

'こ
と
。
こ
れ
ら
の
事
實
が
こ

の
論
爭
を
あ
ら
た
に
展
望
せ
し
め
る
必
要
姓
を
も 

た
ら
し
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

國
民
所
得
に
っ
い
て
目
新
し
い
論
旨
を
展
開
し
た
の
は
、

一
九
五
四
年
十
號 

「

經
濟
學
の
諸
問
題」

誌
所
收
の
ボー

ル
論
文
で
あ
っ
た(

こ
の
當
時
の
論

# 

•
に
っ
い

.て
は
、
拙
稿

_「

鼪
濟
評
論

」

一
九
五
五
年
十
號
に
述
べ
て
お
い
た

)
。

第I

に
ボ
ー
ル
は
次
の
問
題
を
提
起
し
た
。
輸
送
と
通
信
と
は
國
民
所
撂
の 

生
產
に
お
い
て
い
か
な
る
領
域
に
屬
す
べ
き
'で
あ
る
か
。
ソ
ボ
リ•ベ
ト
ロ
フ
. 

パ
リ
ッ
ヱ
フ
ら
は
、
輸
送
..通
信
の
す
べ
て
を
生
產
的
部
門
に
入
れ
る
こ
と
は 

で
き
な
い
。
そ
し
て
旅
客
輸
送.
い
わ
ゆ
る
非
生
産
的
通
信
を
除
け
ば
、
輸
送 

が
生
產
に
役
立
っ
場
合
に
の

V

み
物
質
的
生
產
の
槪
念
の
中
に
入
れ
得
る
と
考
え 

る
。
し
か
し
ボ|
ル
に
い
わ
.，せ
る
，と
か
か
る
考
え
方
は
不
正
確
で
あ
る
。

「

資 

本
論」

第
二
卷
お
よ
びr

剩
餘
價
値
論」

第
一
卷
を
見
よ
。

マ
ル
ク
ス
は
次
の 

よ
ぅ
に
敎
え
て
い
る
。
⑴
交
通
業
は
商
品
を
運
ん
だ
り
.、
人
を
運
ん
だ
り
、
通 

信
の
傳
達
を
し
た
り
す
る
の
と
は
關
係
な
く
物
質
的
生
產
部

§
：

に
入
る
。
⑵
人 

■間
の
轍
送
も
含
め
て
，、
輸
遂
の
有
用
的
効
果
の
®

は
、
任
意
の
他
の
財
の
消 

費
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
も
し
そ
の
効
果
が
個
人
的
^

^
の
た
め
な
ら
、
消
費 

と
と
も
に
そ
の
價
値
は
消
滅
す
る
。
.も
し
そ
れ
が
生
產
的
に
消
費
さ
れ
る
な 

ら
、
そ
の
價
値
は
商
品
自
體
に
直
に
移
轉
す
る
。
⑶
任
意
の
他
の
商
品
の
生
產 

.の
時
と
同
じ
く
、
資
本
主
義
諸
國
に
お
い
て
は
、

住
民
輸
送
に
よ
る

㈱
豸
の 

(

有
用
的)

.効
果
が
創
造
さ
れ
る
時
剩
餘
價
値
が
實
瑰
す
る
。

住
民
の
旅
行
需
要
を
充
足.す
る
た
め
の
サ
ー
ヴ.ィ
ス
部
門
は
、
人
民
の®

五

ハ

五

U

^
V
'

)>i
T
y
r
1
>1


